
展示室開室スケジュール
3F 2月 3月

●令和５年度の年間展示スケジュールおよび講座・催し物スケジュールは、当館のホームページにてご覧いただけます。
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政社の時代 ～民権と反民権～福をよぶ　城博コレクション ～わきたつめでたきもの～
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土佐藩の歴史
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企画展
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大名道具と土佐の文化
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開館時間　 9：00～18：00（日曜日は8:00～18:00）

休館日　　 年末 （12月26日～31日）

交通
アクセス

観覧料

※展示室への入室は閉館30分前まで

※展示室の開室スケジュールはホームページをご覧ください

◆500円（400円）   ※（   ）は団体20名以上の料金
◆企画展開催期間中・・・700円
◆高知城とのセット券 ※有効期限は当日限りです
   〈当館企画展開催期間中〉900円　〈その他の期間〉740円
◆高校生以下は無料
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳、被爆者健康手帳所持者と介護者（1名）は無料
※高知県・高知市長寿手帳所持者は無料

◆お車

◆JR

◆飛行機

高知自動車道高知ICから約15分、一般来館者用の駐車場はございません。
高知公園（高知城）駐車場など周辺の有料駐車場をご利用ください。※障害者用駐車場（2台）あり
JR高知駅からとさでん交通路面電車（はりまや橋方面行き5分）
はりまや橋下車にて乗り換え、高知城前下車、徒歩2分

高知龍馬空港から空港連絡バスにてはりまや橋下車、徒歩約20分

〒780-0842     高知市追手筋2-7-5

お得な年間観覧券が
オススメです
城博の展示は、年間5回の企画展に加え
て総合展示室2室も約2ヶ月毎に展示替
え。年間観覧券があれば入館もスムーズ。
ぜひご利用ください。

年間観覧券／2,000円
※有効期限は購入日から1年間

各種会員制度も
ご利用ください
友の会 年間観覧券と様々な特典が

ついた会員制度です。

城博ニュースのほか、展示や
行事・催し物などのお知らせ
をご自宅にお送りします。

情報会員

年間 500円

年間 3,500円

友の会、情報会員の
詳細はこちら

歴史講座
「歴史の中の高知城」2月 会場／当館1階ホール　

時間／10：00～11：30
定員／60名　参加費／無料　
申込み／不要（当日先着順）

10日
㈯

城博講座
（2月）

第4回 高知城の廃城と公園整備
講師／髙木翔太（当館歴史担当学芸員）

外国人のための日本文化体験講座

─香道─
Japanese Cultural Experience　
　─Incense Ceremony [Kōdō]─

メールで、住所・氏名・電話番号をお知らせください。
申し込みメールアドレス：jce.kjrh@gmail.com

3月16日㈯

定員　先着15名
参加費　300円

会場　当館１階和室
講師　東條耀峰氏
　　  （香道古心流師範）

申込方法

日時

14時～16時

要事前申し込み

各行事のお申込方法

行事一覧は
裏面をご覧ください。

★の行事は2月17日（土）9時より申込受付開始
●各行事の詳細は、ホームページをご覧いただくか、お電話にてお問い合わせください。
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★
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★
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活 動 レ ポ ー ト

南国市国府地区の調査について
　南国市の国府地区（国分・比
江・左右山）は、古代には土佐
国府や国分寺が置かれ、中世
は長宗我部氏の直轄地、近世
は藩主山内氏家老乾氏の知行
地で、政治・文化の面で土佐の
中心地でした。戦後は農業経
営の多角化や高速道路の開
通、工業団地の開発など、地域
のあり方や風景が急速に変容し
ている地域です。当地の歴史的変遷を再度確認し、後世に伝え
ていくことは大変重要な我 の々使命だと考えられます。
　当館では開館以来、江戸時代の村単位で地域を調査研究
し、『地域記録集 土佐の村 』々という形で刊行してきました。今回
はその拡大版ともいえるもので、歴史と民俗、社会経済の分野を
中心に調査し、あわせて文化財の記録と保存対策も進めます。
今年度から開始し３年程度で報告書としてまとめます。現在と将
来の視点を重視して、地域活動の基礎資料となりうる内容をめざ
します。
　調査には、当館をはじめ、高知県歴史民俗資料館、南国市教
育委員会、高知大学人文社会科学部が参加し、地元の国府史
跡保存会、南国史談会などのご協力を得ております。まさに、地
域の歴史文化を総がかりで研究する体制で実施しています。そ
れぞれの担当者が異なる視点でどのような歴史像を浮かび上が
らせるのか大変楽しみです。
　また、機会をみて、現地で小・中学校の生徒や大学生たちとの
合同調査会や中間成果報告会なども開催したいと考えており、
その際にはお知らせしたいと考えています。

地域企画課　地域連携担当　黒石哲夫

新春イベント「博物館に初もうで」　
　正月三が日、「博物館に初もうで」を開催しました。県民や帰省
客向けに、お正月らしい企画を行う毎年恒例の催しで、3日間で
延べ2,500人の方に来場いただきました。
　今回の催しでは、今年の干支「辰」関連の資料や国宝・重文
の特別公開をはじめとしたおめでたい資料の展示と、武士の装
い体験・書き初め体験等の正月特設コーナーの実施に加え、い
くつかの取り組みを地域団体との連携のもと行いました。
　企画の一つ「新春ステージ」では、居合道・抜刀道の演武、獅
子舞の演舞、書道パフォーマンスを行い、文化・保存団体や住
民グループ、小中高校生等、多種多様な方に出演いただきまし
た。また、「土佐凧づくり体験」の講師は野市町土佐凧保存同好
会に、「オリジナル絵馬づくり」の絵馬台製作は高知工業高校建
築科に、「鰹一本釣り体験」の道具提供は高知かつお漁業協同
組合に、それぞれ協力いただきました。その他、県産品を使ったメ
ニューを販売するキッチンカーの出店も行いました。
　県内の文化・教育・産業等に関わる約50人の方の協力によ
り、大勢のお客様に日本のお正月や高知の歴史文化を感じてい
ただけたと思いま
す。地域の皆さん
と交流を深め、連
携しながら博物
館活動に取り組
むことの大切さを
改めて感じた新
春イベントとなりま
した。
　城博が今まで以上に多くの方に親しまれる存在となるよう、本
年も努めてまいります。

広報・地域連携担当　企画員　筒井聡史
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第1期　3月1日（金）～5月6日（月・祝）

総合展示室　展示情報 歴史と美術、2室の総合展示で山内家資料の魅力を満喫
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大
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と
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2山内豊範・栄子
肖像画

やまうち　とよ　のり　 　ひでこ

くろだ　せいき

幕末・明治の激動の時代を生きた最後の
藩主、16代山内豊範。
近代日本洋画の父・黒田清輝が描いた大
礼服姿の豊範の肖像画を、対となる夫人・
栄子（旧米沢藩主上杉斉憲女）の肖像画
とあわせて展示します。

公家の装束を忠実に
再現した「有職雛」
や、土佐藩主山内家
伝来の華麗なひな道
具を展示します。

第5期　2月16日（金）～4月15日（月）
山内家のひな人形・ひな道具

名品
逸品

城博コレクションの

ピックアップ ピックアップ

総合展示室 総合展示室

日吉神社の秋祭りみこし渡御の様子

地域研究 イベント

ゆうそくびな
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3月15日（金）～5月20日（月）


